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【手続補正書】
【提出日】平成21年1月8日(2009.1.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
ａ）腫瘍細胞の表面上に存在するネイティブ形態の前立腺特異的膜抗原に結合し、
ｂ）腫瘍細胞によって内在化でき、
ｃ）LNCAP細胞には強力に結合するが、前立腺膜特異的抗原の発現を欠く細胞には結合し
ないかごくわずかにのみ結合し、そして
ｄ）標識または細胞傷害性薬物と連結され、
ｅ）配列番号：１および／または配列番号：10および／または配列番号：20および／また
は配列番号：22のうちの少なくとも10個の連続アミノ酸の部分アミノ酸配列を含むことを
特徴とする、
単離されたモノクローナル抗体またはその抗原結合部分。
【請求項２】
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　前記モノクローナル抗体（mAb）のPE蛍光強度（MFI）が抗原飽和において1000より高く
、かつscFvのPE蛍光強度が抗原飽和において40より高いことを特徴とする、請求項１に記
載の単離されたモノクローナル抗体またはその抗原結合部分。
【請求項３】
　１nM～120nMの間の濃度でPSMA部位のうち50%飽和に達するLNCAP細胞に対する高結合活
性を示す、請求項１または２に記載の単離されたモノクローナル抗体またはその抗原結合
部分。
【請求項４】
　前記標識が放射線または蛍光線を放射する粒子であることを特徴とする、請求項１～３
のいずれかに記載の単離されたモノクローナル抗体またはその抗原結合部分。
【請求項５】
　前記細胞傷害性薬物が、毒素からなる群、特にタキソール、緑膿菌外毒素の断片、サイ
トカラシンＢ、グラミシジンＤ、臭化エチジウム、エメチン、マイトマイシン、エトポシ
ド、テノポシド、ビンクリスチン、ビンブラスチン、コルヒチン、ドキソルビシン、ダウ
ノルビシン、ジヒドロキシアントラシンジオン、ミトキサントロン、ミスラマイシン、ア
クチノマイシンＤ、１－デヒドロテストステロン、グルココルチコイド、プロカイン、テ
トラカイン、リドカイン、プロプラノロール、および／またはピューロマイシンからなる
群より選択される細胞毒性物質であることを特徴とする、請求項１～４に記載の単離され
たモノクローナル抗体またはその抗原結合部分。
【請求項６】
　さらに、配列番号：２～配列番号：７のうちの少なくとも１つを含むことを特徴とする
、請求項１に記載の単離されたモノクローナル抗体またはその抗原結合部分。
【請求項７】
　さらに、配列番号：11～配列番号：16のうちの少なくとも１つを含むことを特徴とする
、請求項１に記載の単離されたモノクローナル抗体またはその抗原結合部分。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれかに記載の単離されたモノクローナル抗体またはその抗原結合部
分を含む、医薬組成物。
【請求項９】
　癌の処置のための医薬調製のための、請求項１～７いずれかに記載の単離されたモノク
ローナル抗体またはその抗原結合部分の使用。
【請求項１０】
　請求項１～７のいずれかに記載の単離されたモノクローナル抗体またはその抗原結合部
分を含む、腫瘍細胞検出のための診断キット。
【請求項１１】
　請求項１～７のいずれかに記載の単離されたモノクローナル抗体またはその抗原結合部
分と、識別されるべき腫瘍細胞とが接触されることを特徴とする、腫瘍細胞のインビトロ
識別のための方法。
【請求項１２】
　腫瘍細胞の診断識別のための、請求項１～７のいずれかに記載の単離されたモノクロー
ナル抗体またはその抗原結合部分の使用。
【請求項１３】
　配列番号：８、９、17、18、19、21、23および24からなる群のいずれかの配列のうちの
少なくとも20ヌクレオチドの連続配列を含むことを特徴とする、単離されたポリヌクレオ
チド。
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